
パネリスト

1976年生まれ。東京都出身。
三重県最高デジタル責任者（CDO：Chief Digital Officer）兼デジタル社会推進局長。

ジェンダー平等を礎としたダイバーシティ＆インクルージョンと地域循環共生を前提と
して、子育て世代も高齢世代もみんなが暮らしやすい「寛容な社会」づくりを目指し、
「誰もが住みたい場所に住み続けられる三重県」をデジタル社会形成に向けたビジョン
として掲げ、みんなの想いを実現する「あったかいDX」を推進している。
内閣府地域活性化伝道師・総務省地域情報化アドバイザー・総務省地域力創造アド

バイザー・内閣官房シェアリングエコノミー伝道師・経済産業省 IoT/AI時代に対応した
地域課題解決のための検討会議構成員・兵庫県豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略会
議オブザーバーなども務める。
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田中 淳一（たなか じゅんいち）
三重県最高デジタル責任者（CDO：Chief Digital Officer）
兼デジタル社会推進局長



パネリスト

消費生活アドバイザー、博士（総合政策）
・サステナビリティ消費者会議（CCFS）代表、 (一財)CSOネットワーク代表理事、日本経営倫理学会
（JABES）理事、(公社)日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会監事（2018年～）、消
費から持続可能な社会をつくる市民ネットワーク共同代表幹事
・委員等：消費者庁「消費者志向経営の推進に関する有識者検討会」(2019年～)、経済産業省・総務省
「カメラ画像利活用サブワーキンググループ(2017年～)、「企業のプライバシーガバナンスモデル検討
会」(2019年～)などのほか、企業の品質・コンプライアンス委員会やデジタル諮問委員会などの委員
・主な著作物：「『持続可能な消費』を進めるために」企業と社会フォーラム(2017)、「現代の消費者
主権－消費者は消費者市民社会の主役となれるかー」芙蓉書房出版(2017)、「『責任あるビジネス』に
おける実践と課題―国際合意・基準からの考察ー」JABESサステナビリティ経営研究（2020）
・専門分野：CSR、SDGs、人権などサステナビリテｨに関する分野、消費者志向経営、持続可能な消
費、消費者教育、製品安全等消費者関連分野、コンプライアンス、リスクマネジメントなどの分野
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古谷 由紀子（ふるや ゆきこ）
サステナビリティ消費者会議
(一財)CSOネットワーク



パネリスト

1999年6月青森県青森市生まれ。青森県立中央高等学校卒業後、青森公立大学
へ入学。青森公立大学経営経済学部地域みらい学科中に、同大学に在籍する同
級生2人とともにわとな株式会社を設立。現在、大学4年生。令和3年１月より、
ワークス・モバイルジャパンが提供する、ビジネスチャットツール「LINE 
WORKS」のアンバサダーに学生初で就任。
令和3年5月からは、4月に青森県青森市に開校された「デジタルハリウッド

STUDIO青森」での受講も開始。Webデザインについて、現在勉強中。
大学では、地域でのICT利活用についてフィールドワークをしながら学習。わ

とな株式会社では、主に地域情報ウェブメディア「Locoty青森」を運営している。
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山田 晴香（やまだ はるか）
わとな株式会社 代表取締役
青森公立大学経営経済学部地域みらい学科 4年



パネリスト

1988年生まれ。2012年にxID株式会社を創業。2017年よりエストニアに渡り、
eResidencyや政府機関のアドバイザーを務める。石川県加賀市の次世代行政実現に向
けたDXアドバイザー、地方創生推進(デジタル化・スマートシティ)フェロー。静岡県
浜松市フェロー。2021年度総務省地域情報化アドバイザー。東京大学近未来金融シ
ステム創造プログラム講師。

2020年4月より、マイナンバーカードに特化したデジタルIDソリューション「xID
（クロスアイディ）」の自治体および民間企業への提供を開始し全国30以上の自治
体のデジタル化支援を行う。
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日下 光（くさか ひかる）
xID株式会社代表取締役CEO
石川県加賀市地方創生推進(デジタル化・スマートシティ)
フェロー / 静岡県浜松市フェロー
2021年度総務省地域情報化アドバイザー



モデレーター

2006年入社。入社以来、海外のICT関連企業や電気
通信事業者のサービス動向を中心に調査・研究を実
施。最近では、我々の社会課題を解決するようなス
マートシティに関心を持って関連する技術やサービ
スについて調査を行う。
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三本松 憲生（さんぼんまつ のりお）
株式会社情報通信総合研究所
ICTリサーチ・コンサルティング部主任研究員
情報通信学会理事

庄司 昌彦（しょうじ まさひこ）
武蔵大学社会学部 教授
情報通信学会理事

主旨説明

武蔵大学社会学部教授、国際大学GLOCOM主幹
研究員、東京大学大学院情報学環客員研究員。中央
大学大学院総合政策研究科博士前期課程修了、修士
（総合政策）。専門は情報社会学、情報通信政策。
総務省「自治体システム等標準化検討会」座長、

総務省「地方自治体のデジタルトランスフォーメー
ション推進に係る検討会」座長なども務めている。


